
（別紙３）

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） １３名
（回答者数）

３名

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員間で事務業務の進捗を伝え合い、作業の効

率化を図りたいと思います。

2

・苦手意識のある課題も嫌いだけれど楽しく取り

組めるような知識と方法を身に付ける為に学んで

いきます。

・職員同士の連携がしっかりしていると思います。 ・連絡ツールを活用して、利用児童の共有をしてい

ます。

・保護者様と毎回顔を合わせ、当日の様子と今後の

支援などをお話するフィードバックという時間があ

り、家庭や幼稚園、保育園などの様子を共有でき、

支援内容に活かすことができます。

・年齢の低いお子さんの支援内容は、保護者の要望

と本人の興味関心のある事を織り交ぜながら、目標

に向かって成長していけるように支援内容・課題・

教材などを工夫しています。。

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 まんてん住之江安立教室

○保護者評価実施期間
2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表



3

・集団活動が苦手な児童にも集団活動に入れるよ

うな活動内容を提供できる工夫を行いたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・施設内で各職員の知識を共有する場を設けたい

と思います。

2

・マニュアルがあることや内容については必要な

情報を契約時に伝えたい。また、避難訓練の様子

やマニュアルの改訂時には、案内したいと思いま

す。

3

・集団でのメイン活動に参加できない場合の対応 ・集団で行うメインの活動に参加できない場合は、

可能な範囲で個別で対応している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・その日行われた支援の振り返りができていないと

思います。

・送迎後、全職員での振り返りをする時間の確保が

難しい。

・保護者への周知の不十分 ・事故防止や感染症対策等のマニュアルは用意して

あり、避難訓練も定期的に行ってはいるが、周知に

関しては不十分であったと思います。


